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Purpose：To evaluate the changes in conjunctiva

and eyelid culture test results before and after

cataract surgery and their relation to face-washing.

Methods：70 patients(109 eyes) who had cataract

surgery at Nishi-Kobe Medical Center had conjuncti-

va and eyelid smears taken both preoperatively and

postoperatively. They had cataract surgery by

phacoemulsification and aspiration followed by

intraocular lens implantation. The patients were

separated into two groups. The Face-Washing group

started to wash their faces on the day after the

operation (POD 1). The Non Face-Washing group

started to wash their faces two days after the

operation (POD2). We compared the results of the

Face-Washing group and the Non Face-Washing group.

Results：The percentage of culture-positive organ-

isms in both the conjunctivae and eyelids dropped

significantly postoperatively. In the conjunctivae,

there were a few bacteria postoperatively, but in the

eyelids, there were many Staphylococcus epidermi-

dis (S. epidermidis) and Propionibacterium acnes

(P. acnes) postoperatively. Only in the Non Face-

Washing group, the number of S. epidermidis and P.

acnes at POD2 increased significantly compared with

POD1.

Conclusion：There are S. epidermidis and P.

acnes deep in the skin(hair follicle), so S. epidermi-

dis and P. acnes can still be detected postoperatively.

Postoperative face-washing may prove effective in

keeping the eyelids clean.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol Soc

114：791―795, 2010)
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Abstract

Evaluating Post-cataract Surgery Changes in Bacterial Culture Tests

with and without Face-washing

目 的：白内障手術前後の結膜・眼瞼の培養検査結果

と術後洗顔の影響の検討．

方 法：白内障手術症例 109 眼(男性 35 眼，女性 74

眼)，平均年齢は 74.32 歳．術前・術後 1 日目・2 日目

に結膜と眼瞼培養検査を施行．術翌日より洗顔した洗顔

群と，術後 2日目より洗顔した非洗顔群の 2群の検査結

果を比較検討した．

結 果：術前より術後で結膜・眼瞼ともに塗抹検査結

果陽性率は有意に低下した．結膜囊では術後に菌の検出

は非常に少なかったのに対して，眼瞼では表皮ブドウ球

菌とアクネ菌の検出を多く認め，眼瞼の非洗顔群でのみ

術後 2日目に術後 1日目よりも有意に増加した．

結 論：表皮ブドウ球菌とアクネ菌は皮膚の常在菌で

皮膚深部に存在し，術後に皮膚表層へ出てくるため検出

株数が増加したと考えられる．また術後，眼瞼を清潔に

保つことの重要性が示唆された．(日眼会誌 114：791―

795，2010)

キーワード：術後洗顔，白内障手術，培養検査，術後眼

内炎，アクネ菌
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要 約

術後洗顔の有無からみた白内障手術前後の培養検査結果



Ⅰ 緒 言

白内障手術後に生じる眼内炎は重篤な手術合併症であ

り，その発症は，多くが術前から結膜囊や眼瞼皮膚に存

在する常在細菌叢の常在細菌が内眼手術に伴って眼内へ

持ちこまれることで生じるとされる1)
．しかし，急性化

膿性眼内炎が術後日数を置いてから発症する症例がある

ことや，耳側角膜切開症例が強角膜切開よりも術後眼内

炎を起こす頻度が高いこと2)〜4)から，術中のみならず術

後に眼内に原因となる菌が進入するケースもあるとされ

ている．

術後眼内炎の治療という観点から，本邦では術前・術

終了時の結膜囊・眼瞼の培養検査結果の報告は認められ

る5)ものの，術後早期の培養検査結果に関しては報告が

なく，海外の報告でも 1989 年に Dallison らが報告した

もののみである6)
．今回は白内障手術前だけでなく，術

後早期にも結膜囊・眼瞼皮膚の培養検査を施行し，その

結果を検討する．

また，慣習的に術後の洗顔の制限が行われている．し

かし，その制限期間は施設によってまちまちである．そ

こで，手術後の洗顔の有無によって結膜囊・眼瞼皮膚の

培養検査結果に差が生じるかに関しても比較検討する．

Ⅱ 対象と方法

対象は，当院眼科に 2009 年 2 月から白内障手術目的

で入院した連続症例 70 人 109 眼，男性 35 眼(32.11％)，

女性 74 眼(67.89％)で，年齢は 28 歳〜88 歳(74.32±

10.12 歳：平均値±標準偏差)である．この対象を，洗

顔群：術後 1日目の診察後より洗顔を行った 29 人 45 眼

(2009 年 3 月 29 日〜4月 30 日入院)と，非洗顔群：術後

2 日目の診察後より洗顔を行った 41 人 64 眼(2009 年 2

月 8 日〜3 月 28 日入院)の 2 群に分けて検討した．な

お，当院倫理委員会の承認を得たうえで，十分な説明を

行い同意の得られた患者についてのみを対象とした．

術前・術中・術後の処置および手術手技に関して以下

に示す．術前の処置としては術前日よりレボフロキサシ

／ン点眼液(4回／日)を施行した．睫毛切除は施行しなかっ

た．手術開始時には眼瞼を翻転したうえで，結膜囊内を

8倍希釈のイソジン®で洗浄し，眼瞼をイソジン®原液で

消毒・乾燥させた後にドレーピングを行った．術中点滴

として塩酸セフォチアム(CTM)の投与を行った．手術

は計 6人の術者によって施行された．手術はメス，クレ

セントナイフ，スリットナイフ(2.8 mm)を用いて強角

膜三面切開で行い，超音波水晶体乳化吸引術＋眼内レン

ズ挿入術(PEA＋IOL)を infinity®(Alcon 社)を用いて施

行した．インジェクターを用いて眼内レンズを囊内に

固定し，眼内灌流液で洗浄したうえで，創部からの leak

がないことをMQA®(株式会社イナミ)で確認した．な

お，トブラマイシン(TOB)結膜下注射を施行した後に，

抗菌薬軟膏(エコリシン®＋リンデロン A®)を塗布し，

翌朝の診察時までは眼帯を貼付した．翌日の診察以降は

眼帯の貼付を行っていない．また，術中の灌流液中には

抗菌薬の添加は行っておらず，術後は翌日の朝の診察後

／よりレボフロキサシン(LVFX)点眼(4 回／日)と 2 日間

のセフジニル(CFDN)の内服を施行した．なお，PEA

＋IOL 以外の症例，角膜切開症例，破囊(硝子体切除追

加)症例，創部への縫合追加症例，研究への同意が得ら

れなかった症例の計 15 眼に関しては今回の検討からは

除外した．

培養検査は，入院当日の抗菌薬点眼の開始前と術翌

日・術翌々日の診察時に眼瞼皮膚と結膜囊細菌培養を提

出した．局所麻酔剤を使用した後に，下結膜囊円蓋部と

下眼瞼皮膚から培養検査用の滅菌綿棒を一往復させて擦

過し，輸送用培地カルチャースワブプラス®(日本ベクト

ン・ディッキンソン株式会社)に浸して当院検査技術部

に輸送した．当院検査技術部にて塗抹鏡検，直接分離培

養と増菌培養(好気性培養と嫌気性培養の両方を施行)を

行った．

なお，統計学的解析にはFisher の直接確率法を用い，

有意水準は 5％とした．

Ⅲ 結 果

培養検査結果に関しては塗抹検査と増菌培養後の菌の

検出に関して検討を行った．

塗抹検査の結果は表 1に示す．

洗顔群・非洗顔群をあわせた全体での結膜囊の塗抹検

査陽性率に関しては，術前 18.34％，術後 1 日目 7.34

％，術後 2 日目では 6.42％であった．術前と比較して

術後 1日目では塗抹検査陽性率の有意な低下が認められ

た(p＝0.015)．結膜囊の術前の陽性率に関しては洗顔
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7.34＊

6.25＊

2.228.89

術後 2日目術後 1日目

9.38

表 1 塗抹検査結果陽性率

23.44

術前

結膜囊

＊：術前と比較して陽性率が有意に低下．

全体(％)

非洗顔群(％)

洗顔群(％)

6.42

術後 2日目

11.11

6.42＊

2.22

術後 1日目

18.34

2.22

10.94

7.34

9.34＊

眼瞼

術前

13.33

26.56

21.1



群・非洗顔群の両群間の比較では有意差は認められな

かった．しかし，術前から術後 1日目への陽性率の低下

をみると，全体と非洗顔群では有意に低下を認めたもの

の，洗顔群ではその低下は有意ではなかった．

洗顔群・非洗顔群をあわせた全体での眼瞼の塗抹検査

陽性率に関しては，術前 21.10％，術後 1日目 6.42％，

術後 2 日目では 7.34％であった．眼瞼においても術前

と比較して術後 1日目では陽性率の有意な低下が認めら

れた(p＝0.002)．眼瞼の術前の陽性率に関しても洗顔

群・非洗顔群の両群間の比較では有意差は認められな

かった．しかし，術前から術後 1日目への陽性率の低下

に関しては，全体と非洗顔群では有意に低下を認めたも

のの，洗顔群では，眼瞼においてもその低下は有意では

なかった．

術前後の菌検出の結果は表 2，表 3 に示す．術前の菌

の検出は結膜囊で 150 株，眼瞼で 143 株であり，いずれ

も洗顔群と非洗顔群の両群間では有意差は認めなかっ

た．術後 1 日目の菌検出は結膜囊では，9 株である．一

方，眼瞼では Staphylococcus epidermidis(S. epidermi-

dis)，Propionibacterium acnes(P. acnes)が術後 1 日目

にも多く認められ，30 株であった．術後 2 日目には結

膜囊が 14 株，眼瞼が 80 株であった．結膜囊では術後 1

日目，術後 2日目ともに菌の検出は少ないものの，眼瞼

では術後 1日目より術後 2日目に菌が増加する傾向が認

められ，S. epidermidis，P. acnesでは非洗顔群でのみ検

出株数は有意に増加した．

眼圧を術前・術後 1日目・術後 2日目に測定したが，

術後に著明な低眼圧を示した症例は認めなかった．

Ⅳ 考 按

白内障手術がより安全となり，手術に伴う合併症が減

少した現在においても術後眼内炎は脅威であり，1989

年から米国で行われた Endophthalmitis Vitrectomy

Study7)ではその発症頻度は 0.082％であると報告され，

現在も術後眼内炎の予防の目的で多くの対策がなされて

いる．術後眼内炎は術中もしくは術後に菌が眼内へ進入

することによって生じるとされるため，眼内炎予防目的

で，術前の抗菌薬点眼の使用，睫毛切除，抗菌薬添加灌
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0a-Streptococcus

22Corynebacterium spp.

3S. aureus(MRSA)
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洗顔群

表 2 結膜囊の菌の検出株数

術後 1日目 術後 2日目
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100

6

24

4(1)

21

36(33)

術前

非洗顔群

0

0
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表 3 眼瞼の菌の検出株数

術後 1日目

0

59

2

0

34＊
20(14＊)

術後 2日目術前

50

＊：術後 1日目に比較して術後 2日目で有意に増加

Acinetobacter spp.

2

93

29

6(4)

18

33(28)

術前

非洗顔群

8(6)＊

13＊

0

0

0

21

0

4

6

術後 1日目 術後 2日目

5(4)

11

0

4

1

21

0 1

2(1)

1Citrobacter spp.

01000Bacillus spp.

9

0

1

0

0 1

0

00001Enterococcus faecalis

0 0 1 0 0

0



流液の使用，術直前にポビドンヨードで消毒を行うなど

の処置がされてきた．これらの処置に関して evidence-

based medicine の観点から検証した Ciulla らの総説的

論文が発表されている8)
．その報告によると手術に際し

て行われる処置に関してA(crucial to clinical outcome)，

B(moderately important to clinical outcome)，C(possi-

bly relevant but not definitely related to clinical out-

come)で評価されており，唯一ポビドンヨードでの消毒

のみが推奨度 B となっており，その他のものは推奨度

Cとなっている．日本国内での報告でもポビドンヨード

での術前の消毒が有効であることが報告されている9)
．

また，術後の眼帯の貼付の有無に関しては術後の炎症程

度に差はないとの報告がなされている10)が，術後の洗顔

の制限は慣習的に行われており，その意義や有効性につ

いては十分な検討はなされていない．今回我々は，結膜

囊・眼瞼結膜の培養検査結果が術前後で変化しているの

かという点と，その結果が洗顔の有無によって差を生じ

ているかという点の 2点に関して検討した．

今回の検討では，術前と比較して術後 1日目では結膜

囊と眼瞼ともに，全例での塗抹検査結果の陽性率は有意

に低下した．洗顔群と非洗顔群を分けて，各々の結果を

検討してみると非洗顔群では塗抹検査の陽性率の低下は

有意であり，洗顔群ではその低下は統計学的には有意差

はなかった．術前の各群間の清潔度に差異がある可能

性，塗抹検査の症例数の不足と各群間の培養検査施行時

期の差異による結果への影響の可能性があるが，全体と

しては術前処置および術中操作によって減菌化がなされ

ているといえる．

結膜囊および眼瞼ともに，培養検査による菌の検出に

関しては術前よりは減少していたものの，術後には P.

acnesと S. epidermidisが目立って検出された．洗顔の

有無での差異に関しては，術後の結膜囊の菌の検出には

洗顔・非洗顔群で差は認められなかったのに対して，眼

瞼の菌の検出は両群ともに術後 1日目よりも術後 2日目

で増加傾向となり，特に洗顔をしなかった群で P. acnes

と S. epidermidisの検出が有意に増加した．結膜囊にお

いては洗顔の有無にかかわらず，抗菌薬の点眼の影響で

菌の検出がされにくいと考えられる．眼瞼において P.

acnes，S. epidermidisは皮膚の常在菌であり，皮膚深部

(毛囊内)に存在する．よって術前の消毒でも死滅しにく

く，術後に皮膚表層に出てきて検出されたと考えられ

る．

術後遅発性の眼内炎の起炎菌として P. acnesが多いこ

とが報告されている11)が，P. acnesが術中に眼内に進入

して水晶体囊内で時間をかけて増殖するとの報告もあ

り12)
，今回の結果だけからは術後に検出された P. acnes

や S. epidermidisなどの常在菌の存在が術後眼内炎と直

接関連しているかは不明である．また，洗顔方法次第で

は眼球を圧迫する可能性があるといった欠点が生じる可

能性を含んでおり，適切な洗顔方法の指導も必要かもし

れない．今回の検討では洗顔翌日に関しては著明な低眼

圧を認めた症例はなかったものの，厳密に検討するため

には洗顔直後の診察および眼圧の測定が必要となる．

しかし，今回の結果で，少なくとも術後洗顔をしなかっ

た群では術後 2日目に多数の P. acnesや S. epidermidisが

検出されていることから，洗顔をしないと術後眼瞼が清潔

に保たれていないとはいえる．眼瞼を清潔に保つための手

段として洗顔が本当によいかどうか，また適切な洗顔の方

法については本研究のみでは結論できないが，術後洗顔は

良くないので制限するという従来の考え方に対して一つの

反証を示せたのではないかと思われる．

今回の検討では各群を割り付ける時点での無作為化が

できておらず，術前の群に統計学的な有意差はないもの

の偏りがあった可能性があること，また，洗顔群・非洗

顔群を割り付けた時期に差異があり，季節の影響がある

可能性は否定できない．また，強角膜小切開白内障手術

のみが対象となっていること，洗顔の方法について検討

していないことなどの限界もあり，今後さらなる検討を

要すると考える．
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